
Ⅶ 新市の施策 
 「心と自然を尊ぶ市民が築く、人間躍動都市」の実現を図るため、「将来像を実現す

るための基本的考え方」に則した施策の体系を示す。 

 

１ 人と地球に優しい快適生活環境の実現 

(1) 資源循環型社会システムの構築 
(2) 安全・快適な生活基盤の整備 
(3) 災害に強い安全なまちづくり 

 

２ 市民が安心して活躍できる人間福祉の充実 

(1) 健康長寿日本一の福祉都市づくり 
(2) 市民の自立と社会参加の支援 
(3) 子育てに対する支援 

 

３ 人格を高める文化創造と教育の充実 

(1) 生涯を通じての学びとスポーツの推進 
(2) 地域学校教育環境の再整備 
(3) 市民文化の創造 

 

４ 新市全体の均衡ある発展のための多核型都市の形成 

(1) 都市核及び都市拠点の整備 
(2) 人と自然の共生による山間地の振興 
(3) 総合交通と情報通信ネットワークの形成 
(4) 清水港の機能向上と整備 

 

５ 人、物、情報が活発に行き交う独自の中枢経済圏域の確立 

(1) 産業構造の高度化の推進 
(2) 新産業への創業・経営支援 
(3) 誇りに満ちて働く市民への支援 

 

６ 市民満足のための高次・高質な行政の推進 

(1) 市民と行政のパートナーシップの確立 
(2) 市民満足のための高次・高質な行政の推進 

 



１ 人と地球に優しい快適生活環境の実現 

 

＜基本方向＞ 
  地球環境問題の深刻化は、市民一人ひとりに意識改革と実践を求めており、豊かで

快適な生活環境を実現していくためには、環境との調和や自然との共生が、最も重要

な課題である。 
  とりわけ、新市は、豊かな自然や温暖な気候に恵まれており、これらの財産を次代

へ引き継いでいく必要がある。 
  このような中で、恵まれた自然環境と活発な都市活動との調和を図るため、省資源、

省エネルギーなどを進め、環境に調和したゼロエミッション（廃棄物ゼロ）都市を目

指して、資源循環型の社会システムを構築する。 
  また、公共空間へのユニバーサルデザインの導入等を進め、市民が安心して生活で

きる生活環境の整備を進めるとともに、東海地震の被害が予想される新市では、災

害・危険から生命や財産を守り、市民が安心して暮らせる災害に強いまちづくりを推

進する。 
 
 
＜施策の方針＞ 

１ 資源循環型社会システムの構築 

廃棄物の縮減とリサイクルを推進するとともに、新エネルギーの導入の検討や、コ

ジェネレーションの推進などを進め、資源循環型社会システムの構築を目指す。 
 
 

２ 安全・快適な生活基盤の整備 

  安全な交通環境と、良好で多様な住宅の整備を進めるとともに、豊かな緑あふれた

市民誰もが住みやすい安全・快適な生活基盤の整備を進める。 
  また、環境を支える水資源を育み、良質な水道水の供給と適正な汚水処理を推進す

る。 
 
 

３ 災害に強い安全なまちづくり 

総合的な防災体制の整備と危機管理システムの充実を図るとともに、防災拠点の 
整備を進め、災害に強い安全なまちづくりを進める。 

 
 
 



＜新市が実施する主要な事業＞ 

 

１ ごみ処理プラントの整備 

 資源循環型社会システムの構築に向けて、廃棄物の安全で適正な処理とリサイクルの推進を図るた
め、ごみ処理プラント整備プロジェクトを推進する。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

 

清掃工場の建設 

 

廃棄物の安全で適正な処理体制を確立するた
めの清掃工場の建設 
 用地：８ha（清水茂畑地区） 
 

  百万円 

３２，９００ 

 

１５～１９ 

リサイクルプラザ

の建設 

市民の環境問題に対する意識の高揚を図ると
ともに、情報交換の場となるリサイクルプラ
ザの整備 
 建物：４００㎡ 

２００ １６～１９ 

一般廃棄物最終 

処分場の建設調査 

清掃工場からの焼却灰の処理等のため一般廃
棄物最終処分場建設予定地選定等の調査、検
討 

６０ １５ 

 
 
 
 

２ 都市公園の整備 

 緑あふれた安全・快適な生活基盤の確立と、ゆとりと潤いと風格ある都市環境の実現のため、都市公
園の整備を積極的に推進する。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

 

駿府公園再整備 

 

セントラルパークとして、また、歴史文化を
感じさせる公園として駿府公園を再整備 
 総面積：約１８ha 

百万円 

４，０００ 

 

１５～２４ 

日本平運動公園の

整備 

日本平運動公園におけるテニスコート照明設
備、体育館、プールの整備 
 総面積：１６．４ha 
 

４，０００ １５～２１ 

池田山リフレッ 

シュパークの建設 

都市近郊に残された貴重な自然を有する池田
山に、人々が憩い、学び、スポーツをする複
合的機能を持つ公園としてリフレッ シュパ
ークを建設 

５００ １５～ 



日本平動物園の 

再整備 

広域レクリエーション機能を有する日本平動
物園のニーズに則したリニューアル整備 
 整備後面積：２１ha 

１４，４００ １５～２２ 

 

街区公園の整備 

 

市民の身近な生活空間に憩いのスペースを確
保するための街区公園の整備 
 ３４か所（１４ha） 

６，３００ １５～２４ 

防災広場・児童遊び

場の整備 

都市部における公共空間を確保し、防災機能
等を有する小規模な防災広場を計画的に配
置。併せて、町内会等が設置する「児童遊び
場」への助成 

３，０００ １５～２４ 

 
 
 

３ 墓園の整備 

 安全・快適な生活基盤の整備のため、公園的な市営墓地を整備する。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

墓園の整備 
火葬場、墓地等の整備 
用地：８ha（清水矢部地区） 

百万円 

６，０００ 

 

２０～２３ 

 
 
 

４ 上下水道の整備 

 快適生活環境の実現のため、新市における良質な水道水の安定的な給水体制の確立と、汚水の適正処
理のため、上下水道施設の整備を推進する。特に、市民ニーズの高い公共下水道事業については、重点
的に推進する。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

上水道整備 

 

生活用水の安定供給のための上水道の整備 
 取水場、配水場、浄水場急速ろ化施設、自
家発電設備、管網等の整備 

百万円 

２０，０００ 

 

１５～２４ 

 

公共下水道整備 

 

清潔で快適な市民生活を支える公共下水道の
整備 
・中島（服織含む）、長田及び静清処理区の 
汚水管渠の整備（整備面積１，０００ha） 

・各下水処理場の施設整備等 
 
・南北処理区、静清処理区の下水道整備（整
備面積７７０ha） 

 
 

８１，０００ 

 
 

４４，０００ 

１５～２４ 



 

農業集落排水事業 

 

農村地域の河川浄化推進と生活環境改善を図
るための農業集落排水事業 
 地区：大原、油山、俵沢、俵峰、宍原等 

６，０００ １５～２３ 

 
 
 

５ 危機管理センターの整備 

 災害に強い安全なまちづくりに向けて、新市における総合的な防災体制の整備と危機管理システムの
充実を図るため、危機管理センターを整備する。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

危機管理センター

の整備 

災害発生時に新市全域にわたる防災の総合指
揮を行い、市民の生命、財産を守るため、新
庁舎建設に併せて危機管理センターを整備 

― 

(庁舎建設費に 
含む） 

１５～１７ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



２ 市民が安心して活躍できる人間福祉の充実 

 

＜基本方向＞ 
  少子高齢化や核家族化など、市民を取り巻く家庭、地域、社会の在り方が大きく変

化する中で、乳幼児から高齢者まで、全ての人々が健康の維持増進を図り、生涯を通

じて、生きがいを持って暮らせる明るく活力に満ちた健康長寿社会を築いていくこと

が求められる。 
  このため、新市は、保健、福祉、医療それぞれの環境整備を推進するとともに、相

互の連携を強化し、総合的な取り組みを行い、健康長寿日本一の福祉都市づくりを推

進する。 
  また、高齢者や障害者等の自立と社会参加や子育てに対する支援を行い、男女共同

参画の推進はもとより、市民誰もが、活き活きと活躍できる社会環境の整備を推進す

る。 

 
 
＜施策の方針＞ 

１ 健康長寿日本一の福祉都市づくり 

保健、福祉、医療のネットワークと、市民の健康づくりへの総合的な支援体制を整

備するとともに、市民が必要とする医療・介護サービスが受けられる環境の整備を進

める。 
 
 

２ 市民の自立と社会参加の支援 

  高齢者や障害者等の自立と社会参加を支援するための基盤の整備と、生きがいづく

りを推進するとともに、援護が必要な家庭への支援を行う。 
 
 

３ 子育てに対する支援 

子育ての基盤整備の推進や、保育サービスの多様化と充実を図るとともに、家庭 
や職場、地域などあらゆる面で、男女が共に子育てを担っていける環境の整備を進め

る。 
 
 
 
 
 



＜新市が実施する主要な事業＞ 

 

１ 保健・福祉・医療の新ネットワークの整備 

 乳幼児から高齢者まで、すべての人の健康の保持増進を図り、長寿社会を健やかにおくるため、新市
においては、保健・福祉・医療の適切な機能分担と連携強化のための新ネットワークを整備する。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

保健・福祉・医療の

新ネットワークの

整備 

病気の予防から治療までを一体的にとらえ最
適の機能分担を図るため、保健・福祉・医療
の連携強化に向けたネットワークを構築する
ための調査研究 

百万円 

１０ 

 

１５～ 

 
 
 

２ 保健福祉エリアの建設 

 健康長寿日本一の福祉都市づくりに向けて、保健・福祉サービスを総合的に提供する拠点として、 
各種保健福祉施設の複合集積による保健福祉エリアの建設を推進する。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

北部地域保健福祉 

エリア 

用地：約２．１ha（国立病院跡地予定地） 
施設：保健所、保健福祉センター、心身障害

児福祉センター、地域生活支援セン 
ター、口腔歯科保健センター、地域子
育て支援センター、地域交流セン  
ター、リハビリセンター 

百万円 

８，３００ 

 

１５～１７ 

南部地域保健福祉

エリア 

用地：約３．４ha（富士見団地内） 
施設：地域福祉センター、リハビリセンター、

グループホーム等 

１，６００ １５～１６ 

 

清水地区 

 

用地：約１ha 
施設：特別養護老人ホーム、養護老人ホーム、

知的障害者施設、グループホーム 

１，０００ １７～２０ 

 
 
 
 
 
 
 



３ 保健福祉センターの整備 

 市民の健康づくりへの総合的な支援体制を構築するため、保健福祉センターを整備する。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

保健福祉センター

の整備 

市民の健康増進と地域福祉の拠点となる地域
保健福祉センターを整備する。 
 清水地域２か所 
 

百万円 

４，５００ 

 

１５～１８ 

 
 
 

４ 市民病院の整備 

 高度医療、救急医療等市民が必要とする医療サービスが受けられる環境の整備のため、市民病院の整
備を推進する。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

市立静岡病院の 

整備 

市立静岡病院東館の老朽化に伴い、北館、新
館を建設 
 北館延床： ２，２２０㎡ 
 新館延床：１２，１６０㎡ 

百万円 

１２，０００ 

 

１５～２１ 

東部急病センター

の整備 

清水地域東部の救急医療体制の充実のため東
部急病センターを整備 
 用地：１，０００㎡ 
 施設：ＲＣ、延床：８００㎡ 

６００ １５～１８ 

山間地医療体制の

充実 

山間地における医療体制を充実するため、公
設民営方式により診療所を整備 
 清水地域１か所 

１００ １５～ 

 
 
 

５ 子育て支援プロジェクトの推進 

 子育てを社会全体の問題としてとらえ、子育てしやすい環境を整備していくため、子育て支援プロジ
ェクトを推進する。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

子育て支援プロ 

ジェクトの推進 

１ 公立保育園の機能強化 
 保育ニーズの多様化、増加に伴い、公立保
育所の施設等を改修し、受入児童数の増加
を図り、低年齢児保育や地域子育て支援の
実施に対応 

百万円 

８，０００ 

 

１５～２４ 



２ 民間保育所等施設整備補助金 
 民間保育所が行う施設及び設備整備につい
て補助金を交付 

 
３ 子育て支援センターの整備 
 子どもと子どもを育てる人たちを応援する
ため、子育て支援の拠点を整備 

  静岡南部地域１か所 
 
４ その他 
 学校の空き教室の利活用による各種事業の
推進 

 
 
 

６ ボランティア活動センターの整備 

 市民が気軽にボランティアに参加し、利用できるよう、その活動の拠点としてのボランティア活動セ
ンターを整備する。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

ボランティア活動

センターの整備 

場  所：静岡都心（４０㎡） 
業務内容：ボランティアの普及啓発・相談・

情報提供、介助ボランティアの活
動拠点 

運営主体：市社会福祉協議会 

百万円 

１０ 

 

１５～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



３ 人格を高める文化創造と教育の充実 

 

＜基本方向＞ 
  長寿高齢社会の実現や、国際化、ＩＴ（情報技術）革命の進展など社会環境の急激

な変化は、市民一人ひとりの生涯を通じての学習ニーズを高めており、それらに対す

る適切な社会システムづくりが求められる。 
  このような中で、我が国の教育システムの中心的な役割を担ってきた学校教育環境

の時代にあわせた再整備を図るとともに、市民一人ひとりの幼児期から高齢期にいた

るまでのあらゆる時期における多種多様な学習ニーズに対応できる学習環境の整備

を推進する。 
  また、健やかな人生を築く生涯スポーツの推進を図るため、サッカーを始めとした

市民スポーツの振興を図る。 
さらに、地域の歴史や文化の承継、保全に努めるとともに、市民が気軽に文化活動

に参加できる環境や、優れた芸術文化に触れることのできる環境の整備を進め、地域

に根ざした市民文化の創造を目指す。 

 
 
＜施策の方針＞ 

１ 生涯を通じての学びとスポーツの推進 

生涯学習施設の基盤整備とネットワーク化を進めるとともに、多様な学習ニーズに

対応できる生涯学習支援の環境整備を、民間・高等教育機関と連携しながら推進する。 
また、サッカーを始めとした市民スポーツの振興を図る。 

 
 

２ 地域学校教育環境の再整備 

  国際化、情報化に対応した体験学習の導入や民間講師の活用等により個性豊かな教

育と、学校、家庭、地域社会の連携を推進するとともに、学校施設の開放等地域社会

に開かれた教育資源の整備と有効利用を推進する。 
 
 

３ 市民文化の創造 

市民の文化活動拠点と、優れた芸術・文化に触れることのできる環境の整備を進 
めるとともに、地域に根ざした市民の文化・芸術活動を支援する。 

 
 
 



＜新市が実施する主要な事業＞ 

 

１ 生涯学習の推進と新ネットワークの構築 

 新市市民の生涯を通じての学習活動を促進し、支援するためのソフト、ハードのネットワークを構築
する。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

生涯学習の推進と

新ネットワークの

構築 

生涯学習の推進に向けてソフト、ハードのネ
ットワークを構築するための基本方針と推進
計画を策定 
特に、地域社会における人材の発掘と学習の
場を整備し、それらの学校教育、社会教育へ
の活用を検討 

百万円 

１０ 

 

１５～ 

 
 
 

２ 子どもの王国建設 

 新市の将来を担う子ども達が、学習やスポーツ、交流、遊びなどの様々な体験を通じて、健やかに成
長していくための子どもの王国を建設する。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

子ども科学館の 

建設 

家や学校でできない体験ができ、生活の中に
も多くの科学が存在することに気付かせる理
工系科学館の建設 
 延床：７，０００㎡ 
（ＪＲ静岡駅南口第二地区再開発ビル内） 

百万円 

４，３００ 

 

１５～２４ 

子ども冒険広場の

建設 

自然に親しみ、学び、体験できるキャンプ施
設等の野外施設の整備 
 ハイキングコースの整備等 

５０ １５～ 

わんぱくドームの

建設 

子ども達が、体を動かす楽しさ、遊びを通し
た人への思いやりを育むとともに、子どもを
中心として多世代が交流することで年長者を
敬う心を育てる屋内多目的広場の整備 
 用地：４０，０００㎡（清水南部地区） 

６，７００ １５～ 

スノボー練習場の

整備 

LNG の冷熱を利用したスノーボード場（長さ
１００ｍ・幅４０ｍの滑走場）の整備 
 用地：１．５ha（清水東地区） 
  

３，０００ １６～１８ 

 
 
 



３ 教育施設の整備 

 国際化、情報化に対応した学校教育環境の再整備を進めるとともに、コミュニティ活動の中心拠点と
なるよう整備する。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

 

教育施設の整備 

 

小学校校舎、耐震補強、体育館、プール、ト
イレ改造、パソコン教室、コミュニティプラ
ザの整備等 
中学校校舎、耐震補強、体育館、プール等 
共同学習のための山間地拠点校の整備 

百万円 

７７，０００ 

 

１５～２４ 

 
 
 

４ 歴史文化の里整備 

 地域の歴史や文化の承継、保全に努めるとともに、市民が気軽に歴史や芸術文化に触れることのでき
る環境を創るため、歴史文化の里を整備する。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

 

登呂遺跡の整備 

 

登呂遺跡の再生に向けて再発掘調査を実施
し、それに基づく新たな視点や手法からの整
備 
 公園面積：７０，０００㎡ 

百万円 

２，０００ 

 

１５～２３ 

総合歴史博物館の

建設 

郷土の歴史や伝統に関する情報を総合的、体
系的に展観できる総合歴史博物館の建設 
 用地：１ha 

５，１００ １５～２０ 

伝 統 文 化 交 流 

施設の建設 

新市に伝承された貴重な伝統文化、芸能を保
存、普及し、地域間交流の推進や情報発信し
ていく施設の建設 
 用地：２，５００㎡ 

３００ １５～ 

 

羽衣芸術館の建設 

 

羽衣伝説にちなむ資料や芸術品の展示施設の
建設 
 用地：１．１ha（三保地区） 

３，７００ １５～１６ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



５ 市立スポーツ科学大学・大学院建設調査 

 市民のスポーツを通じた健康づくり、トップアスリートの技術向上や故障時の早期復帰を支援する環
境を整えるため、スポーツを科学的に研究・教育する大学・大学院の設置に向けた調査を行う。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

市立スポーツ科学

大学・大学院建設調

査 

用地：２０ha（清水地域） 
施設：スポーツ健康学科 
   スポーツ指導学科 
   スポーツ産業学科 

百万円 

１，５００ 

 

１５～１９ 

 
 
 

６ ランドマーク施設の建設 

 新市の文化水準の向上を図るため、清水港及びその周辺地域にランドマーク施設を建設する。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

 

オペラハウス 

 

清水市民文化会館を建て替え、オペラ、バレ
エ、コンサート、ミュージカルなど多様な舞
台芸術に対応できる多目的施設の整備 
 用地：５ha（清水南部地区） 

１５～ 

 

バーチャル水族館 

 

清水の歴史、文化、海洋などをテーマにした
バーチャルリアリティを体感できる施設の整
備 
 オペラハウスに併設 

百万円 

１０，０００ 

１５～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



４ 新市全体の均衡ある発展のための多核型都市の形成 

 

＜基本方向＞ 
  静岡県の県都として、120 万余の都市圏を形成することとなる新市は、中枢拠点都

市として、高次で高質な都市機能の集積が求められることとなる。 
新市では、これらの都市機能を一極集中型ではなく、いくつかの核により分担し、

新市全体の均衡ある発展を目指していく。 
このため、３つの都市核を形成し、それぞれの特性に応じて高次都市機能の分担を

図っていくとともに、複数の周辺都市拠点への多様な機能分担を図り、これらを体系

的な交通網と情報通信ネットワークにより有機的に連結し、活発な都市活動を支え、

市民が等しく都市の利便性を享受できるような基盤整備を推進する。 
  さらに、都市核、都市拠点それぞれに、自然と調和した風格ある美しい都市景観を

創出し、都市アメニティの向上を図るとともに、人と自然の共生による山間地の振興

を図る。 
  また、特定重要港湾清水港は、従来からの、物流・生産システムの増強に加え、多

機能化を推進する。 
 
 
＜施策の方針＞ 

１ 都市核及び都市拠点の整備 

３つの都市核（東静岡、静岡、清水）には、中枢都市拠点にふさわしい高次都市機

能を、それぞれの特性に応じて集積する。 
複数の周辺都市拠点には、各地域の発展の拠り所となる基盤整備事業を推進すると

ともに、それぞれに風格ある美しい都市景観を創出する。 
 
   ※３つの都市核の位置づけ 
     東静岡（高度行政機能、情報・芸術拠点） 
       高度な行政機能の拠点整備と、世界に向けた情報、文化、芸術拠点とし

ての機能集積を図り、新市を世界にアピールする顔づくりを行う。 
 
     静岡都心（商業・業務拠点） 
       厚く蓄積された伝統、資本を活かし、商業・業務機能の一層の高度化、

多様化を図るとともに、集まる人に優しく個性豊かな都心づくりを行う。 
 
     清水都心（海洋文化・レクリエーション拠点） 
       海との結びつきを深め、都心への流通・貿易の波及効果を高めるととも

に、海とのふれあいや美しい景観と調和したリゾート感覚あふれる海洋文

化交流拠点づくりを行う。 



２ 人と自然の共生による山間地の振興 

  原生自然が残る南アルプスの魅力の発信と保全を推進するとともに、中山間地域に

おける生活基盤の整備等を推進し、魅力ある山間地の振興を図る。 

 
 

３ 総合交通と情報通信ネットワークの形成 

活発な都市活動を支える幹線道路の整備と、市民生活に身近な公共交通の充実を 
図るとともに、ＩＴ（情報技術）革命に対応した情報通信ネットワークを形成する。 

 
 

４ 清水港の機能向上と整備 

  物流生産システムの増強をはじめ、市民に愛され利用される、美しい多機能型の交

流拠点を目指すとともに、周辺部の袖師・興津地区との有機的連携を進める。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜新市が実施する主要な事業＞ 

 

１ 新都市基本計画の策定 

 新市の一体性の確立と新市全体の均衡ある発展のため、都市構造に関する基本的な計画である新都 
市基本計画を策定する。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

新都市基本計画の

策定 

都市計画マスタープラン、新市の外郭及び環
状系の交通網をはじめとする総合交通体系を
策定。特に、ＬＲＴを含めた新交通システム
導入、静鉄・ＪＲの鉄道高架事業、シーバス
交通網の整備等の検討 

百万円 

１００ 

 

１５～ 

 
 
 
 

２ 都市基盤の整備 

 新市全体の均衡ある発展と都市機能の飛躍的向上を目指し、都市核及び都市拠点地域の基盤整備を推
進するため、市街地再開発事業や区画整理事業を推進する。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

市街地再開発事業 

 

静岡都心、清水都心における高次都市機能の
集積を図るための事業 

百万円 

８，９７０ 

 

ＪＲ静岡駅南口
第二地区 

静岡都心の中枢管理機能の集積 
施行区域：約０．７ha 
子ども科学館整備予定 

２０ １５～ 

御幸町・伝馬町
第一地区 

静岡都心の高次都市機能の集積と都心居住の
促進 
施行区域：約０．４ha 
図書館、産業支援施設整備予定 

１，３００ １５～ 

ＪＲ静岡駅前紺
屋町地区 
 

静岡都心の中枢管理機能の更新 
施行区域：約１．０５ha 

６，０００ １５～ 

港町第二地区 
 
 

清水都心の活性化を図るため、臨海部との回
遊性を創造 

３９０ １５～１６ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

真砂町地区 清水都心の魅力や賑わいを創出 
全体事業計画：５．４ha 

１，２６０ １５～１８ 



区画整理事業 

 

都市拠点地域の面的な基盤整備を推進するた
めの事業 

１６，９４０  

賤機地区 
 

第二東名静岡インターチェンジを核とした基
盤整備 
施行面積：１１６ha のうち４８ha 先行整
備 

２，６００ １５～ 

美和地区 
 

自然に調和した良好な住環境整備 
施行面積：１８０ha のうち６０ha 先行整
備 

８４０ １８～ 

小鹿大谷地区 
 

現東名静岡新インターチェンジを核とした基
盤整備 
施行面積：１００ha 

１００ ２０～ 

ＪＲ清水駅西地
区 

ＪＲ清水駅前広場と駅西地区の都市基盤整備 
施行面積：４．１ha 
公園、街路、ぺデストリアンデッキの整備、
ＣＣボックスの設置等 

８，２００ １５～ 

興津第二地区 
 
 

道路網の形成と公益施設の配置による健全な
宅地の造成 

３，６００ １５～２０ 

 
 
 
 
 
 
 
 

三保東部地区 
 
 

三保・折戸地区の一部における基盤整備事業 
施行面積：２０．７ha 

１，６００ １５～２３ 

 
 
 
 
 

３ 交通ターミナル周辺開発 

 新市の一体性の確保を目指し、交通ネットワークの充実強化に向けた交通結節点の機能強化による新
市全体のモビリティの向上を図るため、交通ターミナル周辺開発を推進する。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

ＪＲ静岡駅前広場

整備事業 

静岡都心の交流結節点となるＪＲ静岡駅前広
場の整備事業 

百万円 

１４，８００ 

 

北口広場の拡張
整備 

北口広場の拡張再整備 
整備面積：１７，８００㎡ 

１，２００ １５～１９ 

北口地下空間 
整備事業 

憩いと潤いのある北口地下空間の整備 
整備面積：６，０００㎡ 

７，４００ １５～１８ 

 
 
 
 
 
 

南口公共施設 
整備事業 

南口（駅前広場等）の拡張整備 
整備計画：８，０００㎡ 

６，２００ １６～１８ 



 

東静岡地区新都市

拠点整備事業 

東静岡地区を新市の都市核のひとつとして形
成していくための基盤整備事業 
１ 新都市拠点整備事業 

    施行面積：約８６．７ha 
 
２ 土地区画整理事業 

    施行面積：約５０．５ha 

４５，８００ １５～ 

ＪＲ東静岡駅新幹

線停車化事業（調査 

研究等） 

東静岡駅へのひかり号の全車停車化とのぞみ
号の一部停車化に向けた調査研究等 

４４０ １５～ 

ＪＲ清水駅東施設

整備事業 

清水都心の機能向上のための立体駐輪・駐車
場、イベント広場の整備。中期的には、多目
的広場、核施設整備の調査 

２，２７０ １５～１８ 

ＪＲ草薙駅周辺整

備事業 

ＪＲ草薙駅周辺への高次機能集積のための整
備事業 
橋上駅舎化、南北自由通路、駅周辺整備 

５，４００ １５～２４ 

ＪＲ興津駅橋上駅

舎化事業 

ＪＲ興津駅の橋上駅舎化（橋上駅舎、東西自
由通路）に向けた調査、整備 
 

４，２００ １９～ 

ＪＲ・静鉄大坪相互

駅整備事業 

ＪＲと静岡鉄道の相互乗り入れ駅の整備 
橋上駅舎、東西自由通路、バスロータリー等
の駅前広場整備 

５，３００ １９～ 

ＪＲ安倍川駅整備

事業 

ＪＲ安倍川駅の機能充実とバリアフリー化の
推進 

３，０００ １５～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



４ 幹線道路の整備 

 新市の都市内交通の充実強化を図り、円滑な都市活動の向上を目指すため、幹線道路の整備を推進す
る。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

主要幹線道路の 

整備 

都市内交通の大宗を占める主要な幹線道路の
重点的な整備 
 第二東名アクセス道、宮前岳美線、丸子 
池田線、静岡下島線等 

百万円 

４４，０００ 

 

１５～ 

第二東名静岡ＳＡ

周辺地域整備事業 

第二東名静岡サービスエリア周辺への新たな
地域拠点整備 
 市道整備、レクリエーション施設、交流 
施設等 

１，８００ １５～２２ 

長大橋の架替等 

推進調査 

都市内交通の円滑化を図るための長大橋 
架替等の推進調査 
安倍川橋、狩野橋の架替のための推進調査 
第二東名安倍川橋併設橋の建設推進調査 

５０ １５～ 

山間地環状線の 

整備 

山間地域間を連絡する環状道路整備のための
調査 

１０ １５～ 

 
 
 

５ サイバーシティ（電脳未来都市）の建設 

 新市全体の均衡ある発展を目指し、情報通信ネットワークの充実強化を図るため、サイバーシティ（電
脳未来都市）の建設を推進する。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

サイバーシティの

建設 

電子市役所を核に、市民生活、産業経済活動
を、地域イントラネット、マルチメディアと
各種アプリケーション等により結んで高度化
し、高品質で双方向の各種情報サービスが活
発に行われ、また、透明性の高い簡素で効率
的な行政サービスを提供する電脳都市を目指
す。 

百万円 

３，４００ 

 

１５～ 

 
 
 
 
 
 



５ 人、物、情報が活発に行き交う独自の中枢経済圏域の確立 

 

＜基本方向＞ 
  地球規模での市場経済化の進行と、環境問題の深刻化、少子高齢化、規制緩和、  

ＩＴ（情報技術）革命など、経済をとりまく環境の変化は、目まぐるしいものがある。 
このような状況の中で、首都圏と中京圏の中間、静岡県の中央に位置する新市は、

陸・海・空の結節点としての交通拠点性と、厚く多彩な産業の集積、さらには、恵ま

れた自然環境を活かし、我が国の国土中央部（甲斐・信濃・越後・駿河）における枢

要な都市として、独自の中枢経済圏域の確立を目指していく。 
そのため、地域資源を活かした産業の融合化・多様化、高度化・高付加価値化を図

るとともに、新産業の創業を目指していく。 
また、これらを支え、新市の産業経済の将来を担う産業経済人の育成と集積を図る。 

 
 
＜施策の方針＞ 

１ 産業構造の高度化の推進 

個性と競争力ある農林水産業や高付加価値型製造業、高度化された商業・サービス

業や伝統産業について、地域資源を活かした高度化・高付加価値化を推進する。 
 

 

２ 新産業への創業・経営支援 

  環境、ビジネス支援、情報通信、医療・福祉、観光など、高成長が見込まれる産業

分野への創業促進と経営支援を推進するとともに、起業家への育成・支援を進める。 
 
 

３ 誇りに満ちて働く市民への支援 

市民の職業能力の涵養への支援や、高齢者等への就業機会の確保を進めるととも 
に、職種の拡大と雇用環境の整備等勤労者福祉の充実を図る。 

 
 
 

 

 

 

 

 



＜新市が実施する主要な事業＞ 

 

１ 新市産業振興プランの策定 

 新市の地域資源を活かしつつ、新時代にふさわしい産業構造に転換し、独自の活力ある中枢経済圏域
を確立していくための産業振興プランを策定する。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

産業振興プランの

策定 

産業の融合化・多様化、高度化・高付加価値
化をはじめとした新市の産業振興を図ってい
くための産業振興プランの策定 

百万円 

１０ 

 

１５～ 

 
 
 

２ 農林業生産基盤の充実 

 個性や競争力ある農林業の振興に向けて、農林業生産基盤の充実を図るため、農道や林道等の整備を
進める。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

土地改良事業 
農業の生産基盤を面的に整備していくための
農道や水路等の建設 

百万円 

３，３００ 

 

１５～２４ 

林道整備事業 

 

林業の生産基盤を整備するため、林道の体系
的なネットワーク化の推進 

６，９００ １５～２４ 

 
 
 

３ 市民の森建設 

 市民と森とのふれあいにより、新市が有する広大な森林資源や林業に対する市民の理解を深めるた
め、市民の森を建設する。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

 

市民の森建設 

 

静岡地区（１か所） 
 林業体験の場、自然観察の場、青少年の教
育の場として整備 

清水地区（１か所） 
 人と自然の共創を目指し、親しまれる「森 
林空間」を確保 

百万円 

３，２００ 

 

１５～２４ 

 



４ 中心市街地活性化対策の推進 

新市の都市核である静岡都心、清水都心の活性化を図るため、中心市街地活性化対策を推進する。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

中心市街地活性化

対策の推進 

中心市街地活性化法に基づく「中心市街地活
性化基本計画」を踏まえ、特定市街地の整備
改善と商業等の活性化を一体的に推進 

百万円 

１００ 

 

１５～２４ 

 
 
 

５ 清水港管理体制の検討 

 新市の政令指定都市移行を視野に入れ、特定重要港湾である清水港の更なる機能向上に向けた管理体
制の検討を行う。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

清水港管理体制の

検討 

清水港管理の新体制に関する調査、研究の実
施 

百万円 

３０ 

 

１５～１７ 

 
 
 

６ 日本平の総合的整備 

 新市市街地の中央に位置する有度山山頂の日本平を、新市市民の交流と発展のシンボル事業として総
合的整備を推進する。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

日本平の総合的 

整備 

新市の中庭となる日本平を自然環境に配慮し
つつ総合的に整備 
展望施設、屋内花園の建設等 

百万円 

１０，１００ 

 

１５～２４ 

 
 
 
 
 
 



７ コンベンションシティの創造 

 コンベンションによる地域経済への波及効果を最大化するためのシステムづくりを行い、コンベンシ
ョンを新市の新しい地場産業とするためのコンベンションシティを創造する。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

コンベンション 

シティの創造 

財団法人静岡コンベンションビューローによ
る会議・大会の誘致、開催支援をはじめ、広
報宣伝、調査、情報収集等を実施 

百万円 

１，０００ 

 

１５～２４ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



６ 市民満足のための高次・高質な行政の推進 

 

＜基本方向＞ 
  新市のまちづくりは、市民・企業と行政の相互の信頼と適切な役割分担によってパ

ートナーシップを確立し、協働作業として行っていく。 
そのため、新市においては、市民参画による政策形成・合意システムを確立すると

ともに、市民・企業と行政の役割分担を進め、行政の透明性の確保と行政に対する市

民評価システムを確立する。 
また、大都市としてのスケールメリットを活かし、高次・高質な行政を展開できる

行政組織を確立するとともに、新しい自治体経営システムの確立を目指す。 
 
 
＜施策の方針＞ 

１ 市民と行政のパートナーシップの確立 

市民参画による政策形成・合意システムを確立するとともに、市民・企業と行政の

役割分担を進め、行政の透明性の確保と行政に対する市民評価システムを確立する。 

 
 

２ 市民満足のための高次・高質な行政の推進 

  中枢本部の立地はもとより、政策形成能力の充実と、ＩＴ（情報技術）革命を踏ま

えた、総合支所及び支所、市民総合窓口等の配置により、市民満足のための高次・高

質な行政を推進するとともに、新しい自治体経営システムの確立を目指す。 

 

 



＜新市が実施する主要な事業＞ 

 

１ 男女共同参画の促進 

 固定的な男女の役割分担意識をなくし、差別のない社会の実現を図るため、男女共同参画の促進を図
る。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

男女共同参画の 

促進 

活動拠点である女性会館の運営、「男女共同参
画推進計画」の実施等を通して、市民の意識
づくりや男女がともに社会参加できるシステ
ムを構築 

百万円 

８００ 

 

 

１５～２４ 

 
 
 
 

２ 国際化の推進 

 社会の様々な局面でボーダレス化が進行する中で、国際化時代に対応できる人づくり、組織づくり、
地域づくりを推進する。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

 

国際化の推進 

 

国際化の推進のため各種事業 
国際交流員の配置、外国人住民懇話会の設
置、国際交流協会事業の助成等を推進 

百万円 

６００ 

 

１５～２４ 

 
 
 

３ 事務事業・政策評価システムの整備 

 行政の透明性を高め、行政活動の市民への説明責任を確立するため、事務事業・政策評価システムを
整備する。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

事務事業・政策評価

システムの整備 

緊急性や市民ニーズの高い事業を選択し、成
果の質や効率性を高め、「市民が心から満足す
る新市」を実現するため、事務事業・政策評
価システムを整備 

百万円 

１０ 

 

１５～ 

 
 
 
 
 



４ 新庁舎、危機管理センターの建設 

 合併新市の管理部門を中心とした中枢行政機能を備え、災害時の情報収集の拠点及び指揮系統の中心
となり、新市の市民生活の安寧を図るため、必要最小限の規模の新庁舎、危機管理センターを建設する。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

新庁舎、危機管理 

センターの建設 

危機管理センターを併設する必要最小限の規
模の新庁舎を、新市の中心地域である東静岡
地区に建設 
 SRC４階建  ６，０００㎡程度 
 H15 設計、H16、17 建設 

百万円 

２，５００ 

 

１５～１７ 

 
 
 

５ 地域総合窓口の整備 

 市民へのきめ細かな行政サービスの提供のため、市民が身近な場所で総合的な行政サービスが享受で
きるよう地域総合窓口を整備する。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

地域総合窓口の 

整備 

公共施設に市民サービスコーナーを複合 
させる等により、地域総合窓口を配置 
 ５か所程度 

百万円 

１００ 

 

１５～ 

 
 
 

６ コミュニティ活動拠点の整備 

 市民と行政のパートナーシップの確立に向けて、ＮＰＯやコミュニティ組織等が行う事業を支援 
するため、コミュニティ活動拠点の整備を行う。 

事  業  名 事    業    概    要 概算事業費 実施予定年度 

 

総合支所の整備 

現在の静岡、清水両市役所を総合支所とし、
中枢機能の移転に伴うスペースを活用し、Ｎ
ＰＯ、コミュニティ活動団体等の活動拠点等
の整備を推進 

百万円 

８０ 

 

１８～ 

コ ミ ュ ニ テ ィ 

づくり 

コミュニティ事業に対する補助、町内会等集
会所の建設等に対する補助等を通じて、連帯
意識に支えられたコミュニティを育成、強化 

９００ １５～ 

 
 


